
岩村城跡と街並巡り      2008.10.16   

  

１０月１６日岐阜県恵那市の岩村を訪ね、三大山城の一つという城跡と古

い街並を散策した。 

  

立派な石垣が残る岩村城 

  

東海環状道路の瀬戸しなの ICを出て国道３６３を走った、恵那まで高速

を走った方が早いがそれではあまりに風情がない。秋景色を見ながらのドラ

イブを選択した。しかし、期待に反して秋を感じるにはまだ少し早かったよ

うだ。土岐市の世界一の狛犬のある場所で小休止、およそ一時間一般道を走

って岩村に到着、先に岩村城跡へ向かった。山あいに広がるのどかな田んぼ

の中を走るのは気持ちが良い。この辺りは農村景観日本一に指定された地区

だという、山あいにあることで余計に趣きがあるのだろう。 

 

 



狭いお城への道は小型車のみ通行ができる、このお城は街並からかなり離れ

た山の上に建てられているのが特徴で、日本三大山城の一つといわれている。

ちなみに他の二つは大和の高取城と備中の松山城をいうそうだ。 

くねくねした細い道を進むと広い場所にでた、ここが駐車場で本丸下にある

「出丸」と呼ばれた所であった。目の前に立派な休憩所兼お土産屋が建って

いる、屋号が蘭丸亭とあった、が店は閉まっていた。これまで知らなかった

が、森蘭丸が城为だったときがあるのだ、こんな時には歴史とは面白いもの

だと思う。車を降りると立派な石垣が、それも二段構えで造られている。山

の頂に造られているために、段々に石を積んでいったものだ。 

  

  

             岩村城の石垣と本丸の説明板 

  

早速一番高い本丸跡まで登っていく、本丸に入る搦め手門は特殊な造りで

「埋門(うずみもん)」と呼ばれる。石垣の中に一階部分は埋まり、門の上に

長い多門があって監視と防備の役目を果たした。つまり敵が攻めてきた時に

は土や石で門を埋めてしまい侵入を防ぐ役割を持っていたのだ。山の頂なの

で本丸跡はさほど広くはない、木々の間からわずかに岩村の町が望めるが視

界はよくないのが残念。数人の人が本丸跡を分断するように幅一メートルほ

どを掘っていた。はじめは道路を付けるのかと思ったがどうやら発掘調査の

ようで、数センチの深さで一定しており、所々にピンのようなものが刺して

あった。この本丸跡は東西３１メートル、南北６６メートルの広さで天守閣

はなかった。山城のため高い建物は必要なかったのだ、ちなみに海抜７１７

メートルに位置し全国の山城の中で最も高い所にある。 



岩村城のあらまし 

  

岩村城の創築は鎌倉幕府初代将軍．源頼朝の重臣加藤景廉(かげかど)が文

治元年(1185年)に遠山庄地頭に補せられたのにはじまる。景廉の長男景朝は

岩村に住み加藤の性を改めて遠山と称し、以来遠山氏が代々居城した。が天

正元年(1573年)武田信玄の臣秋山信友が岩村城を奪う。その 2年後には織田

信長の軍に攻略されて河尻秀隆が城为に、さらに 7年後には森蘭丸が城为に

なった。 

森蘭丸が本能寺で戦死後には慶長 4年(1599年)に川中島から田丸直昌が四万

石で入封、関が原役後は慶長 6年に松平家乗が藩为となった。寛永 15年(1638

年)に丹羽氏が五代居城した後、元禄 15 年(1702年)に松平乗紀が小諸より入

封、以来代々世襲し幕末維新となり版籍を奉還し、683年間に渡る部門政治

に幕を閉じた。その経緯は次のようなものである。 

  

遠山氏の時代 388 年間には女城为も? 

岩村遠山氏最後の城为景任の時に、元亀元年(1570年)武田信玄の将秋山 

信友が上村へ侵入。東濃遠山一族と出陣、同 3年の暮れに没した。妻は 

織田信長の叔母で、女城为というのは彼女のこと。信長の五男御坊丸が 

景任の養子となり、8歳にて家督するも事実上は景任未亡人が城为とし 

て采配をふるった。このため女城为といわれているが、建前として女城 

为はいなかった。 

  

戦国時代には森蘭丸も城为だった 

天正元年(1573 年)秋山信友が城为に、次に河尻秀隆が天正 3年から 10年ま

で務めた。そのあとを森蘭丸が 18歳で城为になっているが、三ヵ月後の天

正 10年 6月に本能寺の変にて戦死。その後蘭丸の兄と弟が慶長 4年(1599年)

まで城为を務めた。 

岩村城史で最も華々しかったのがこの戦国時代で、激しい攻防戦が繰広げら

れ悲劇、惨劇が展開された。28年間に城为が激しく交代し、七歴代の城为の

内五人が戦死、暗殺死という非業の死を遂げた。何故かくも激しい歴史の流

れがあったかと言えば、この地が東は甲信の武田、西は濃尾の織田、南は三



遠の徳川といずれも天下を制服しようと狙う英雄がおり、岩村城はその中間

にある前線地であり接点だった。 

  

老中二人を輩出した岩村藩時代(江戸時代) 

慶長 6年松平家乗が上州より入府、その後息子の乗寿(のりなが)が 19歳で

父の跡を継ぐ。大阪夏の陣と冬の陣の両方に出陣し大いに戦功をあげた。寛

永 15年に遠州浜松へ国替えとなる、その後慶安 4年(1651年)には老中に抜

擢されている。このあと丹羽氏が五代続き、元禄 15年(1702 年)幕命により

松平乗紀(のりただ)岩村へ国替え、二万石を領す。 

前の松平は大給松平本家であるが、乗紀は大給松平分派である。文教政策に

志し城下に知新館の前身である文武所とした。藩学としては全国で三番目に

あたる。文教藩岩村から佐藤一斉がでている。このあと息子の乗賢(のりか

た)が継ぐ、彼は教養ある名君となり幕府の老中に抜擢され、領地も加増さ

れ三万石となった。その後松平家の六人が続き、乗命(のりとし)の時明治元

年に版籍奉還となる。 

  

受け継がれてきた歴史の街並 

  

中学歴史で習った承久の乱 

旧役場前が街並散策の駐車場になっていてとても便利な場所にある。城下に

広がる商家の街並は、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている。 

 

  

公家の一条信能処刑跡          街並み 



最初に訪れたのは岩村神社、中学社会の歴史にでてくる鎌倉幕府打倒をめざ

した「承久の乱」の、三人の公家の一人が、ここで亡くなっているという。

公家は一条信能で岩村城为遠山景廉に伴われて、鎌倉へ護送される途中幕命

によりここ岩村で処刑された。その碑が建っており思わぬ勉強をした。 

 

立派な商家「勝川家」を見学 

商家の並ぶ本通に出ると、そこは枡形になっていて高札場があった。もちろ

ん新しく整備されたものだが、それはそれとして城下町の風情を感じる。さ

らに隣には松平乗寿が城下町守護のため建立した、祥雲寺の庚申堂が新築さ

れており、今でもここを社務所として一月八日には初恵比寿まつりが盛大に

行われているという。 

このあと商家の並ぶ本通りを進むと趣のある家並みが続く、その中で格子窓

の大きな家が勝川家で岩村藩財政に大きく貢献したといわれる。家の前で眺

めているとおじさんがぜひ中へ入って見てくれと盛んに勧められ、他の人た

ちと一緒に中に入り座敶へあがった。するとおじさんが来ていろいろ説明を

してくれた。その中で記憶に残ったのは... 

① 天井板はすばらしい屋久杉が使われており、これだけで普通の家一軒が

建つという 

② 部屋を取り巻く周り廊下は岩村城の遺構の一部が使われている 

裏手にはこの字に蔵が建ち、3.000表の米や木材が保管されていたという。  

 

  

浅見家と勝川家が並ぶ通り          勝川家の蔵 



隣には庄屋を勤めた浅見家の家が、更にその少し先には木村家の家が静かに

それでいて重々しくたたずみ城下町の歴史が偲ばれる。途中には街並に合わ

せて造られた郵便局もあった。 

  

女城为の酒蔵と岩村の偉人 

信号機のある交差点を渡ると薬局があり、とても古いいくつかの看板が並ん

でおり六神丸、奇癒丸などの文字が読めた。その先に杉玉のぶら下がる女城

为の看板があった、丁度一人の女性がお土産に買ったお酒のはいった袋をさ

げて出てくるのに出会った。普段お酒は飲まないので覗くことはしなかった

が、ちょっとばかり後ろ髪を引かれる想いではあった。 

このあとなまこ壁の蔵を見て旧役場の駐車場に戻ったが、家先のあちこちに

木札がかけられていた。しっかり見なかったが、後で分かったのだがこれが

岩村の生んだ江戸時代の偉人の一人「佐藤一斉」の詩で言志四録の言葉だ。 

 

  

女城为の酒蔵                 古い看板 

  

他にも岩村の偉人には、わが国植物学の基礎を築き桜と菖蒲の研究における

世界的権威の三好学、彼は 18歳で小学校の校長に、35歳で理学博士となっ

た。さらに明治から大正に活躍した教育家であり歌人の下田歌子がいる。こ

れも江戸時代に岩村藩が教育に力を注いだことが、こうした偉人を生む風土

を創ったと言えるのかも....。 

 



  
阿木川ダム 

 

このあと恵那市街に向かい、途中の阿木川ダムで休憩した。雄大な美しい景

色を楽しんで、今度は恵那峡の手前にある恵那ラジュウム温泉に立ち寄り湯。

腰痛には効能ありと聞いていたのでぜひ一度入りたい温泉だったが、説明を

見るとラジュウムを含む土砂をお湯に入れているので、下記の効能に間違い

はありませんとあった。これって入浴剤を入れているのと同じではないのか

な!! でも信じることが肝心なのか。 

 


